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祓
戸
神
社
祭
（午
前
四
時
）

鎮
魂
祭
（午
前
五
時
）

入
学
祭
（午
前
十
時
）

月
次
祭
（午
前
十
時
）

交
通
安
全
月
次
祭
（午
前
九
時
）

摂
社

妻
戸
神
社
例
祭
（午
前
十

一
時
）

妻
戸
大
神
例
祭
（大
御
膳
献
進
）

（午
前
九
時
）

大
々
神
楽
全
曲
奉
奏
（午
前
十
時
）

月
次
祭
（午
前
十
時
）

児
童
福
祉
祭
（午
前
九
時
）

交
通
安
全
月
次
祭
（午
前
九
時
）

春
季
神
廟
祭
（午
前
十

一
時
）

春
季
大
祭
並
に
産
業
振
興
大
祭

（午
前
十

一
時
）

六
月
中二
日
　
月
次
祭
（午
前
十
時
）

十
日
　
交
通
安
全
月
次
祭
（午
前
九
時
）

十
五
日
　
末
社

湯
神
社
春
季
大
祭

（午
前
十

一
時
）

中
旬

～
三
十
日
　
芽
の
輪
ま
つ
り

三
十
日
　
大
祓
式
（午
後
三
時
）

道
饗
祭
・鎮
火
祭
（午
後
三
時
半
）

十
八
日

（四
月
～
六
月
）

十
四
日

四
月
中一

日

五
月
中二
日
五
日
十
日

二
日
十
日

十
五
日

4月 18日 妻戸大神例祭・大々神楽全曲奉奏
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当
神
社
の
社
伝
に
は
四
月
十

八
日
（旧
暦
三
月
十
八
日
）
は
、

一妃
神
の
妻
戸
大
神
・熟
穂
屋
姫

命

（つ
ま
ど
の
お
お
か
み
・う
ま

し
ほ
や
め
め
の
み
こ
と
）
が
神
去

ギ，Ｉ
り
坐
し
た
日
と
伝
え
ら
れ
て
い

る
。
当
日
午
前
九
時
、
神
職
が

境
内
の
飯
殿
●

い
ど
の
）
に
三

日
間
忌
籠
り
調
製
し
た
特
殊

・圏袋

権

繕瑚

斎
行
さ
れ
る
。

特
に
こ
の
日
は
祭
典
に
引
続

き
、
妃
神
の
大
御
心
を
お
慰
め

い
申
し
上
げ
る
た
め
に
、
伝
来
の

大
々
神
楽
全
十
三
曲
が
奉
奏
さ

れ
る
。
当
神
社
の
大
々
神
楽
は
、
日

本
古
来
の
歌
・舞
と
古
代
の
ア
ジ

ア
大
陸
か
ら
伝
来
し
た
器
楽
と

舞
が
日
本
化
し
た
「
雅
楽
」
が

都
か
ら
伝
播
し
た
後
に
、
地
方

化
し
た
も
の
で
、
大
阪
の
天
王

寺
舜
楽
の
流
れ
を
汲
む
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
始
ま
り
は

不
詳
で
あ
る
が
、
古
記
録
に
よ

れ
ば
応
永
十
八
年
全

四

一
こ

以
前
に
は
既
に
奉
奏
さ
れ
て
い

た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
か
つ
て

は
国
上
寺
の
衆
徒
に
よ
り
奉
奏

さ
れ
て
い
た
が
、
江
戸
時
代
の
延

宝
年
間
を
境
に
し
て
、
国
上
寺

の
手
を
離
れ
当
神
社
に
よ
り
奉

奏
さ
れ
た
。
演
目
に
つ
い
て
は
江

戸
時
代
以
前
の
記
録
は
な
く
不

詳
で
あ
る
が
、
元
禄
十
五
年
全

七
〇
二
）
に
は
現
行
の
十
三
曲

と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

十
三
曲
は
大
人
が
舞
う
面
舞
六

曲
と
稚
児
舞
七
曲
で
構
成
さ
れ
、

神
職
と
氏
子
の
児
童
が
務
め
る

稚
児
に
よ
り
舜
わ
れ
る
。
国
の

重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
指

定
さ
れ
、
全
曲
奉
奏
は
年
間
を

通
じ
て
こ
の
日
一日
の
み
で
あ
る
。

舞
殿
に
お
い
て
午
前
十
時
よ

り
午
後
二
時
頃
ま
で
、
休
憩
を

は
さ
み
順
次
奉
奏
さ
れ
る
。

大
々
神
楽
十
三
山

一、
地
久
楽
　
大
人
面
舞

一
一、戟
　
舜
　
稚
児
舞

一二
、
弓
の
舞

　
　

ク

四
、
陵
　
王
　
大
人
面
舞

五
、嚇
　
河
　
稚
児
舞

エハ
、安
　
摩
　
大
人
面
舞

七
、神
　
面
　
　
ク

人
、
一
あ

舞

　

ク

九
、児
納
蘇
利
　
稚
児
舞

十
、
消
　
珠
　
　
ク

十

一
、抜
　
頭
　
　
ク

十
二
、大
納
蘇
利
　
大
人
面
舞

十
三
、泰
平
楽
　
稚
児
舞

一
人
四
人

一
人
四
人
一
人

クク一
人
四
人
一
人
二
人
四
人

・
ソ

メ
イ

ョ
ン

ノ

／
四
月
上
旬
～
中
旬

・
八
重
桜

／
四
月
中
旬
～
五
月
上
旬

。
新
　
緑

／
四
月
下
旬
～
五
月
上
旬

・
つ
つ
じ

／
五
月
中
旬
～
六
月
中
旬

升ぞ

む

配
役
式
と
大
々
神
楽
奉
奏
始

泰
　
み

去
る
三
月
二
日
午
後

一
時
、

本
年
の
大
々
神
楽
配
役
式
が
行

わ
れ
、
宮
司
よ
り
配
役
が
達
せ

ら
れ
た
。

ま
た
三
月

十

五
日
に
は
、

大
々
神
楽
講
世
話
人
赤
列
の
も

と
に
大
々
神
楽
始
祭
が
行
わ
れ

「地
久
楽
」
が
奉
奏
さ
れ
た
。

本
年
の
大
々
神
楽
稚
児
・小

神
楽
舞
女
の
辞
令
は
次
の
通
り
。

大
々
神
楽
稚
児
委
嘱

全
一月
二
日
）

佐
藤
　
陸
斗
（小
二
年
）

石
橋
　
匠
斗
（小
二
年
）

同
　
解
隔
　
　
　
（三
月
末
日
）

大
山
十
志
郎
（小
六
年
）

荒
木
　
瑛
迅
（小
六
年
）

小
神
楽
舞
女
委
嘱
（四
月

一
日
）

佐
藤
　
亜
美
（小

一
年
）

同
　
解
疇
　
　
　
（三
月
末
日
）

山
縣
　
茉
弥
（小
六
年
）

妻

戸

大

神

例

祭

四
月
十
八
日
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新
入
社
員

入
社
奉
告
参
拝
の
ご
案
内

入

学

祭

四

月

一
日

新
年
度
に
際
し
、
新
入
社
員

の
皆
様
の
身
体
健
全
と
優
秀
な

社
員
と
し
て
の
成
長
、
あ
わ
せ

て
益
々
の
社
業
繁
栄
を
御
祈
願

申
し
上
げ
る
「
社
員
奉
告
参

拝
」
を
執
り
行
い
ま
す
。

新
た
な
決
意
と
希
望
を
も
つ

て
入
社
さ
れ
る
新
入
社
員
の
皆

様
が
、
越
後
の
産
業
開
拓
の
祖

神
と
仰
が
れ
る
爾
彦
大
神
様
の

大
前
に
て
、
今
後
の
努
力
を
誓

わ
れ
る
事
は
誠
に
意
義
深
い
事

と
存
じ
ま
す
。

ご
参
拝
の
皆
様
に
は
御
守
等

を
授
与
致
し
ま
す
。

ご
参
拝
は
随
時
執
り
行
い
、

ご
都
合
に
よ
り
お
越
し
に
な
ら

れ
な
い
際
に
は
郵
送
で
も
行
い

ま
す
。
是
非
と
も
ご
参
拝
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
、
ご
案
内
申
し
上
げ

ま
す
。

四
月

一
日
午
前
十
時
よ
り
、
＞」
の
春
に
新

入
学
の
児
童
・生
徒
の
皆
さ
ま
の
健
や
か
な

る
成
長
と
学
業
成
就
を
御
祈
願
申
し
上
げ

る
「
入
学
祭
」
を
執
り
行
い
ま
す
。

輛
彦
大
神
様
に
新
入
学
を
奉
告
し
、
御

加
護
を
祈
念
す
る
入
学
祝
の
ご
参
拝
は
、
ご
一

月
初
旬
よ
り
四
月
中
、
お
申
し
出
に
よ
り

随
時
執
り
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ず
」参
拝
の
児

童
の
皆
さ
ま
に
は
「
御
守
」
を
授
与
し
記
念

の
お
品
を
呈
し
ま
す
。
ま
た
、
中
学
・高
校
・

専
門
学
校
。大
学
へ
入
学
さ
れ
る
方
々
の
学

業
成
就
・身
体
健
全
の
御
祈
願
も
同
時
に

お
受
け
し
て
お
り
ま
す
。

四
月
に
は
弥
彦
は
桜
花
満
開
の
花
の
里

と
な
り
ま
す
。
が
」家
族
御
揃
い
に
て
の
ご
参

拝
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

湯
か
け
ま
つ
り
と

弥
彦
山
開
き

四

月

六

日

春
恒
例
の
第
四
十
回

「
弥
彦
湯
か
け
ま
つ

り
」
が
、
本
年
は
四
月
五
日
（日
）
午
後

一
時
よ

り
、
当
神
社
氏
子
青
年
会
を
は
じ
め
弥
彦
観
光

協
会
会
員
等
の
奉
仕
に
よ
り
執
り
行
わ
れ
る
。

こ
の
ま
つ
り
は
、
（
一
社
）
弥
彦
観
光
協
会
の

主
催
に
て
、
病
気
平
癒
。商
売
繁
盛
な
ど
の
信

仰
が
篤
い
当
神
社
末
社
の
湯
神
社

（石
薬
師
さ

ま
）
境
内
に
湧
き
出
る
御
神
湯
を
頂
戴
し
て
、

ご
神
徳
を
い
た
だ
＞」う
と
す
る
も
の
。

午
後
十
二
時
三
十
五
分
、
弥
彦
駅
前
で
出
発

式
が
行
わ
れ
る
。
午
後

一
時
、
湯
神
社
に
て
御

祓
い
を
受
け
た
御
神
湯
は
、
朱
塗
り
の
「
湯
曳

き
車
」
に
載
せ
ら
れ
、
大
綱
を
曳
く
大
勢
の
参

加
者
の
手
に
よ
り
、
氏
子
若
衆
の
威
勢
の
よ
い

「
木
遣
り
」
と
共
に
街
内
を
練
り
歩
き
、
災
難

消
除
、
家
内
安
全
の
祈
り
を
こ
め
て
沿
道
の

人
々
に
御
神
湯
が
降
り
注
が
れ
る
。
所
々
で
芸

妓
連
の
祝
舞
や
勇
壮
な
太
鼓
の
演
奏
を
交
え
つ

つ
、
御
神
湯
は
当
神
社
拝
殿
前
に
御
供
え
さ
れ
、

め
で
た
く
執
り
納
め
ら
れ
る
。

「
湯
か
け
ま
つ
り
」
の
前
日
に
は
、
「
弥
彦
山

開
き
」
が
催
さ
れ
、
弥
彦
に
春
が
訪
れ
る
。

春
の
鎮
魂
祭

四
月

一
日
午
前
五
時
、
宮
司

以
下
全
神
職
が
奉
仕
し
、
魂
の

鎮
安
を
祈
る
当
神
社
古
伝
の

神
事
・春
の
鎮
魂
祭
が
斎
行
さ

れ
る
。
神
職
は
三
月
二
十
七
日
の

「
御
浜
行
（お
は
ま
ゆ
き
こ
と

称
す
る
日
本
海
・

野

積

浜

で
の
楔

（み
そ
ぎ
）
か
ら
物

忌
に
入
る
。
祭
典

当
日
未
明
の
午
前

四
時
、
燭
光
ゆ
ら

め
く
参
道
を
進
み
、

境

内

の
祓

戸
神

社
に
て
祓
い
を
修

す
る
。
午
前
六
時
、

御

神

前

に
特

殊

神
餃
。大
御
膳
（お

四

月

一
日

お
が
」ぜ
ん
）
を
献
じ
、
灯
火
を
減

し
た
中
で
、
宮
司
以
下
が
「
輪

玉
串
」
を
捧
げ
鎮
魂
の
儀
を
執

り
行
う
。

当
神
社
の
数
あ
る
祭
儀
の
中

で
も
最
も
厳
粛
さ
漂
う
神
事

で
あ
る
。

‡
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祉

祭
五

月

五

日

五
月
五
日
の
フ
」
ど
も
の
日
」
に
、
そ
の
制

定
の
趣
旨
を
体
し
て
午
前
九
時
よ
り
、我
が

国
の
将
来
を
担
う
子
供
た
ち
の
幸
福
と
健

全
な
る
成
長
を
祈
願
し
て
「児
童
福
祉
祭
」

が
斎
行
さ
れ
る
。

児
童
福
祉
祭
に
併
せ
て
第
六
十
四
回
新

潟
県
下
小
中
学
生
写
生
大
会
を
も
開
催
し
、

児
童
。生
徒
が
境
内
の
有
様
を
思
い
思
い
に

描
き
、御
神
慮
を
お
慰
め
申
し
上
げ
る
。
応

募
作
品
は
厳
正
に
審
査
の
上
、金
賞
以
下
の

賞
が
贈
ら
れ
、
入
賞
作
品
は
五
月
二
十

一
日

か
ら
六
月
二
十
日
ま
で
の
間
、
境
内
の
参
拝

者
休
憩
所
に
て
展
示
さ
れ
る
。



春
季
大
祭

産
業
振
興
大
祭

新
緑
薫
る
五
月
十
四
日
午
前

十

一
時
、春
季
大
祭
に
併
せ
て
第

五
十
四
回
新
潟
県
産
業
振
興
大

祭
が
斎
行
さ
れ
る
。

こ
の
日
は
、当
神
社
が
国
幣
中

社
に
加
列
さ
れ
た
明
治
四
年
五

月
十
四
日
に
因
み
例
祭
日
と
さ
れ

て
い
た
が
、
戦
後
に
神
社
が
国
家

の
管
理
を
離
れ
て
よ
り
、
昭
和
二

十
三
年
に
例
祭
日
を
御
祭
神
の

御
命
日
で
あ
る
二
月
二
日
と
し
て

か
ら
は
、春
季
大
祭
と
名
を
改
め

て
祭
典
が
斎
行
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
産
業
振
興
大
祭
は
、
昭

和
四
十
七
年
に
昭
和
天
皇
・香
淳

皇
后
両
陛
下
の
御
親
拝
を
仰
い

だ
大
御
心
を
拝
し
、県
知
事
を
は

じ
め
県
下
各
商
工
会
議
所
会
頭

等
の
発
起
に
よ
り
、県
内
諸
産
業

の
振
興
発
展
と
県
民
福
社
の
向

上
を
祈
願
す
る
た
め
に
創
始
さ

れ
、春
季
大
祭
に
併
せ
て
斎
行
さ

れ
て
い
る
。

当
日
は
崇
敬
者
を
は
じ
め
県

下
各
産
業
界
よ
り
多
数
が
参
列

す
る
。

お
妻
戸
様
に
て

御
田
植
祭

五
月
二
十
五
日
、摂
社
妻
戸
神

社
（長
岡
市
寺
泊
野
積
）
の
御
神

田
に
て
、
午
前
十
時
よ
り
恒
例
の

「御
田
植
祭
」
が
執
り
行
わ
れ
る
。

豊
穣
を
祈
念
す
る
祭
典
の
後
、

豊
か
な
水
と
日
照
を
表
す
水
色

と
赤
の
欅
を
着
け
た
妻
戸
妃
神

会
（古
川
原
直
人
会
長
）
会
員
の

手
に
よ
り
、
約
二
畝
の
御
神
田
に

早
苗
が
植
え
渡
さ
れ
る
。
会
員
に

よ
り
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
稲

は
、秋
の
「抜
穂
祭
」
に
て
刈
り
取

ら
れ
大
前
に
御
供
え
さ
れ
る
。

弥
彦
山
頂
春
季
神
廟
祭

五

月

十

日

（
一一氣

．

珠

春
風
爽

や
か
な
弥

彦
山
頂
の

御
神
廟
に

お
い
て
、
五

月
十
日
午

前
十

一
時

よ
り
春
の

神
廟
祭
が

斎
行
さ
れ

互Ｑ
。御
神
廟

に
は
御
祭

神
天
香
山

命
と
妃
神
熟
穂
屋
姫
命
の

一柱
を
御

祀
り
し
、五
月
十
日
・十
月
十
日
の
年
二

回
、神
廟
祭
を
奉
仕
し
て
い
る
。

当
日
は
崇
敬
者
、
山
頂
諸
施
設
関
係

者
、
山
岳
会
貝
等
の
参
列
の
も
と
、
皇

室
・国
家
の
安
泰
・繁
栄
、
県
民
の
福
祉

と
五
穀
豊
穣
、査
山
者
の
安
全
等
が
祈

願
さ
れ
る
。

蒲
原
平
野
を

一
望
で
き
、佐
渡
島
を

も
間
近
に
望
む
霊
峰
弥
彦
山
は
、
＞」
の

頃
よ
り
日
増
し
に
緑
を
加
え
て
ゆ
き
、

う
ら
ら
か
な
日
差
し
の
も
と
、
多
く
の

登
山
者
で
賑
わ
う
。

4

総
合
建
設
業

一
級
建
築
士
事
務
所

設
計

。
施
エ

ｍ

河

村

　

組

弥

彦

大

杉

通

り

電
話
∽
二
〇
六
九
呑

た
わ

むし、
に

し

え

舞

の
募

味

な

宿

弥

彦

駅

前

電
話
∽
上

一〇
〇
九
番

み
郡
夢
櫻
家

弥
彦
温
泉

撃

賄

老

涯

輛

彦

神

社

前

電
話

ｏ
一乗
∽
二
〇

一
五
番

政
府
登
録
旅
館

（二
三
七
二
号
）

日
観
連
会
員

（Ｎ
え
た
ぢ
く

新
潟
県
西
蒲
原
郡
弥
彦
温
泉

電
話
Φ

五
さ
∽
二
〇
二
六
番

わ
っ
ぱ
飯
膳

松
花
堂
弁
当

悧纂
才

む
差

弥
彦
外
苑
坂
通
り

電
話

６
三
ё

九
四
十
二
〇
二
〇

爾
彦
神
社
氏
子
青
年
会

会
員
募
集

事
務
局
　
爾
彦
神
社
内

（〇
二
五
六

‥
九
四
‐
二
〇
〇

一
）



第
五
十
八
回

日
本
鶏
品
評
会

五

月

四

～

五

日

五
月
四
日
、五
日
の
両
日
、境
内
鹿
苑

の
特
設
会
場
に
お
い
て
「
輛
彦
神
社
日

本
鶏
の
会
」
主
催
の
第
五
十
八
回
日
本

鶏
品
評
会
が
、開
催
さ
れ
る
。

国
の
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い

る
純
粋
な
日
本
鶏
の
保
護
と
育
成
を
目

的
に
、
当
日
は
百
余
名
の
会
員
か
ら
持

ち
寄
ら
れ
た
愛
鶏
の
蜀
鶏

（と
お
ま

る
）
・声
良
↑
」え
よ
し
▼
東
天
紅
（と
う

て
ん
こ
う
）
等
三
百
羽
ほ
ど
が
出
品
展

示
さ
れ
、
そ
の
姿
の
美
し
さ
や
鳴
き
声

を
競
い
合

つゝ
。

こ
の
品
評
会
に
併
せ
長
鳴
鶏
の
鳴
き

合
わ
せ
会
も
、
四
日
の
午
後
、五
日
の
午

前
に
催
さ
れ
る
。

例
年

」ゝ
の
品
評
会
は
、愛
鶏
家
は
も

と
よ
り
、
五
月
の
連
休
中
で
も
あ
り
多

く
の
参
拝
者
で
賑
わ
う
。

（ち
が
や
）
の
輪
を
く
ぐ
る
こ
と
で
災
厄

を
逃
れ
、常
日
頃
無
意
識
？
つ
ち
に
犯

し
て
い
る
罪
械
ら
み
け
が
れ
）
を
祓
い

清
め
、無
病
息
災
、
除
災
招
福
を
祈
る

も
の
。
「夏
越
の
祓
い
」
と
も
言
わ
れ
る
。

茅
の
輪
を
く
ぐ
っ
た
後
に
は
、＞」の
茅

を
い
た
だ
い
て
各
家
の
御
守
と
し
て
軒

先
に
挿
し
た
り
、輪
に
し
て
門
口
に
掲

げ
る
こ
と
も
古
く
か
ら
の
習
わ
し
で
あ

フＯ
。当
神
社
で
は
特
に
「茅
の
輪
ま
つ
り
」

と
称
し
て
六
月
中
旬
頃
か
ら
拝
殿
前
に

茅
の
輸
を
設
け
、
小
さ
な
茅
の
輪
の
御

守
も
授
与
し
て
い
る
。

夏
越
し
の
大
祓
六

月

三

十

日

夏
越
し
（な
ご
し
）
の
大
祓
式
が
六
月

三
十
日
午
後
三
時
よ
り
、拝
殿
前
斎
庭

に
お
い
て
執
り
行
わ
れ
る
。
祓
い
の
諸
儀

の
後
、宮
司
以
下
神
職
・巫
女
に
続
い
て

参
列
者
全
員
に
よ
り
「
茅
の
輪
く
ぐ

り
」
が
執
り
行
わ
れ
る
。

こ
の
大
祓
式
は
年
二
回
、六
月
と
十
二

月
の
晦
日
に
行
わ
れ
る
。
特
に
六
月
の
大

祓
式
は
炎
暑
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、茅

お役に立ちます

―夢づくリー

新潟縣信用組合
TEL 94-2222い

日本海・佐渡と

越後平野が一望できる一――

弥彦山頂ヘ

殊 彦 山 ロ ーア ウ ェイ
新潟県西前原部弥彦村大字弥彦 2898番地

TEL(0256)94-4141
FAX(0256)94-4725

ウ

建
乃
劣
葉

【
く
も
が
く
れ

】

禦
元

子
釣
津

患

電
話
９３

電
話
⑭

電
話
∽

T燕
市
古
田
上
町

神
社
駐
車
場
前

弥
彦
神
社
通

二

一
四
四

四
八

一
三

一
八
二
三

速
著

与

ヽ、ヽ

県
産

こ
が
ね
も
ち
使
用
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粥
占
庚
置
神
事
斎
行

二
月
十

一
日
の
「建
国
記
念
の

日
」
に
は
、
午
前
十
時
よ
り
我
が

国
の
建
国
を
奉
祝
す
る
と
と
も

に
、
神
武
天
皇
の
御
東
征
に
際
し

て
大
き
な
功
績
を
挙
げ
ら
れ
た

御
祭
神
の
御
神
威
を
偲
び
奉
り
、

皇
室
，国
家
の
平
安
と
隆
昌
を
祈

る
建
国
記
念
祭
が
厳
か
に
斎
行

さ
れ
た
。

祭
典
Ｑ
削
後
に
は
、
弥
彦
村
建

国
記
念
祝
賀
会
主
催
の
記
念
講

演
会
を
は
じ
め
、
奉
祝
日
の
丸
パ

レ
ー
ド
・記
念
式
典
等
各
種
奉
祝

行
事
が
開
催
さ
れ
た
。
記
念
講
演

会
は
、
工
藤
彰
三
衆
議
院
議
員
を

講
師
に
招
き
、
「
希
望
と
誇
り
あ

る
日
本
豊

と
題
し
て
講
演
が
行

わ
れ
た
。

二
月
二
十
三
日
の
「
天
皇
誕
生

日
」
に
際
し
て
は
、
午
前
十
時
よ

り
天
長
祭
を
斎
行
し
、
聖
寿
萬
歳

と
宝
辞
長
久
が
祈
念
さ
れ
た
。

今
年
の
農
作
物
や
漁
携
の
豊

凶
と
月
毎
の
天
候
を
御
神
慮
に

よ
っ
て
占
う
粥
占
戊
置
神
事
が
、

一
月
十
五
日
の
夕
刻
か
ら
翌
日
の

未
明
に
か
け
て
、
宮
司
以
下
の
厳

重
な
る
斎
戒
の
も
と
に
執
り
行
わ

れ
、左
の
占
定
が
な
さ
れ
た
。

こ
の
神
占
は
本
年
の
作
付
け
や

漁
携
等
の
拠
り
所
と
さ
れ
て
い
る
。

（冬
期
間
の
「
て
り
」
は
雪
、
「
雨

少
」
は
雨
が
少
し
降
る
意
）

こ
の
神
事
の
様
子
は
古
来
よ
り

非
公
開
が
定
め
で
、
文
明
二
年

盆

四
七
〇
）
の
記
録
に
、
正
月
十
五
日

に
小
豆
粥
を
神
前
に
献
ず
る
御

粥
神
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が

見
ら
れ
、
そ
の
始
ま
り
は
五
百
五

十
年
以
前
に
遡
る
も
と
思
わ
れ

る
。
現
在
残
さ
れ
て
い
る
神
占
の

記
録
は
宝
暦
五
年

盆

七
五
五
）
の

も
の
が
最
古
で
あ
り
、
寛
政
七
年

（
一
七
九
五
）
以
降
は
全
て
残
さ
れ

て
い
る
。

祈
年
祭
に
併
せ
当
神
社
初
穂

講
の
春
季
大
祭
が
三
月
二
十
八
日

午
前
十
一時
よ
り
、
多
く
の
世
話

人
参
列
の
も
と
に
斎
行
さ
れ
、
本

年
の
五
穀
豊
穣
と
講
員
の
家
内

安
全
が
祈
願
さ
れ
た
。

祈
念
さ
れ
た
御
神
札
は
世
話

人
を
通
じ
て
県
下
九
千
余
名
の

初
穂
講
員
に
頒
布
さ
れ
た
。

祭
典
後
に
は
世
話
人
会
議
が

開
催
さ
れ
、今
秋
の
献
穀
に
つ
い
て

の
諸
事
が
協
議
さ
れ
た
。

永
年
勤
続
世
話
人
に
功
労
表
彰

初
穂
講
春
季
大
祭
に
際
し
て
、永

年
世
話
人
と
し
て
尽
岸
さ
れ
た
左

記
の
五
十
四
名
の
方
々
が
表
彰
さ
れ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
（敬
称
略
）

特
別
表
彰

（勤
続
六
十
年
）

長
岡
市
　
　
　
　
　
原
　
　
和
男

第

一
種
表
彰

（勤
続
四
十
年
）

長
岡
市
　
　
　
　
　
高
坂
　
正
司

第
二
種
表
彰

（勤
続
三
十
年
）

新
潟
市
南
区
　
　
　
荒
木
　
春
夫

ク
　
西
蒲
区
　
　
堀
越
　
正
木

ク
　
　
汐
　
　
　
　
金
川
　
達
也

″
　
　
ク
　
　
　
笠
巻
　
一畳

一

三
条
市
　
　
　
　
　
高
橋
　
光
夫

長
岡
市
　
　
　
　
　
本
田
　
　
泉

猫
崎
市
　
　
　
　
　
砂
塚
　
久
人

聖
籠
町
　
　
　
　
　
中
村
　
　
浩

第
三
種
表
彰

（勤
続
三
十
年
）

新
潟
市
江
南
区
　
　
菅
井
　
皿
ハ衛

ク
　
秋
葉
区
　
　
植
木
　
修
吾

6

御

釜

の
内

　

上

一
切

草

木

ナ||

幸

海

　

　

幸

小

　

　

一ユ

大

　

　

一ユ

晩

　

　

稲

中

　

　

稲

早

　

　

稲

が
しヽ

蚕

た

イぎ

ゝ
つ

り

果

　

　

物

か

ゆ

う

ら

神

事

令

和

八
年
爾
彦
神
社
粥

占

神

事

炭

置

神

事

占
定
書

九
分
五
厘

七
分
五
厘

人
分
人
分
五
厘

人
分
九
分
九
分
九
分
九
分
人
分
五
厘

九
分
人
分

十

一
一
月

十

一　
月

十

　

月

九
　
　
月

八

　

月

七
　
　
月

ハ

月

五
　
　

月

四

　

　

月

〓
一　
　

月

一
一　

　

月 月

す

み

お

き

神

事

雨 雨 雨
て
り
少
風
少

雨 雨 雨
て
り
少

雨 雨 雨 て
り
て
り
て
り
雨
少

建
国
記
念
祭

・
天
長
祭

斎
行

祈
年
祭

・
初
穂
講
春
季
大
祭

斎
行

□
お

化 ゝ

lttl弥 生 商 店
新潟県弥彦村師彦神社前
TEL(0256)94-5841
FAX(0256)94-5065
http://yayoi sake― ten jp

三
階

和
カ

フ

ェ

一
階

和
雑
貨
・
和
小
物
・
お
み
や
げ

れ
絶
ミ

ｂ
Ｌ
に
お

爾

彦

神

社

前

電
話
∽
二

一
六
二

東
北
電
力
鶴
指
定
工
事
店

爾
彦
神
社
御
用

程和榔　古回合届誦弔を翼常回〈不

弥

彦

駅

前

電

話

∽

一
〓
一六
〇
番

初
宮
語
と
婚
礼
記
念

爾
彦
神
社
認
可

や
毎
ぎ
だ
写
真
舘

ｍ
Ⅲ
胤
）

電
話
∽
四
一
五
五
番

帥
醐
螂
岬

”
カ

弥
彦
温
泉

泳
な

ア
ル

ヴ

ァ
イ

ス

弥

彦

神

社

前

通

り

電
話

Ｑ
要
∽
五
六
〓
一番

０
つ」
町
９

仰
永
丼
自
動
車

電
話

側
四

一
〇

一



′′  ′′
燕
市

′′ク

三
条
市

′′

見  長
ク
附
ク
岡

市  市
″
　
　
　
　
　
　
伴
内
　
忠
紘

相
崎
市
　
　
　
　
　
池
田
　
一呂
男

阿
賀
野
市
　
　
　
　
中
野
　
　
明

ク
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
幾
雄

弥
彦
村
　
　
　
　
　
阿
部
耕

一
郎

第
四
種
表
彰

（勤
続
十
年
）

新
潟
市
西
区
　
　
　
一局
橋
　
　
裕

ク ク /′ ′′
新
潟
市
北
区
　
仰
公
和
工
業
　
伏
見

蒲
鉾
仰
　
∩
東
邦
商
事
　
伽
ア
ッ
ンヽ
ュ

ト
ツ
一イ
ガ
タ

東
区
　
④
田
中
石
油
　
税
理
士
法

人
小
川
会
計
　
新
潟
照
明
技
研
仰

共
栄
サ
ー
ビ
ス
　
小
川
健

中
央
区
　
佛
堤
建
築
設
計
事
務
所

（但
し

一
対
以
上
　
敬
称
略
）

遠
藤
土
地
家
屋
調
査
士
事
務
所
　
石

政
石
材
伽
　
聖
嶽
講
　
棚
メ
イ
ク
ス

ジ
ャ
パ
ン
　
ふ
る
ま
ち
不
動
産
伽
　
仰

や
ひ
こ
ド
リ
ー
ム
　
ｎ
小
泉
質
舗

棚
新
潟
リ
ア
を
ア
ィ
　
弁
護
士
法
人

青
山
法
律
事
務
所
　
Ｂ
Ｓ
Ｎ
佛
新
潟

放
送
　
伽
ワ
ン
ホ
ー
ム
　
棚
加
賀
田
組

′/
西
蒲
区

高
野
多
賀
本
間
和
田
小
林
高
山
五
十
嵐

野
村
笹
岡
清
水

久
栄
一
司
秀
市稔

荘
英
敏
郎浴

富
夫
俸

一

良
太武

′′ ク ク ク

大
嶋
　
一詈
芳

熊
谷
　
　
喬

白
井
　
一
童
口

田
代
　
政
明

三
条
市

長
岡
市

ク

相
崎
市

加
茂
市

上
越
市

阿
賀
野
市

時
田
　
秀
栄

上
杉
　
　
功

島
倉
　
仁
志

長
沼
　
一
郎

高
嶋
　
　
稔

竹
内
　
賢

一

田
島
　
勝
廣

阿
部
　
和
夫

荒
木
　
和
郎

前
山
　
一
男

平
原
典
志
郎

小
林
　
裕
樹

行
田
　
善
尚

板
屋
　
広
久

嘉
藤
太
加
雄

笠
井
　
純

一

番
場
　
晴
雄

吉
田
　
　
茂

小
柳
　
成
吾

長
谷
川
　
茂

石
塚
　
忠
男

田
中

ク /′ ′′ ′′ ′′ ′′ ′′ ′/′ /′ ′ ′′ ′′ ′′
燕
市

′/′ ″ /″ ′′

南
ク ク
区

西
蒲
区

三
共
消
毒
伽
　
水
信
辰
徳

江
南
区
　
仰
タ
カ
ヨ
ン
　
い
Ｋ
Ａ
Ｓ

Ｅ
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
コ
ス
モ
機
械
仰

∩
飯
島
工
業
　
伽
荻
荘
電
機
　
い
サ

イ
ズ
　
仰
高
清
　
く
わ
ば
ら
で
ん
き

秋
葉
区
　
伽
フ
イ
ー
ル
ド
ス
ケ
ー
プ

樋
口
鉄
工
建
設
仰
　
仰
満
日
製
作
所

早
川
設
備
棚
　
ｎ
三
枚
潟
屋
　
日
佑

電
子
仰
　
丸
田
清
美
　
五
十
嵐
康
峨

西
区
　
ｎ
フ
ク
ダ
仮
設
　
仰
護
国

儡
ト
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ｌ
　
ｎ
東
洋
車
輌

棚
オ
リ
エ
ン
タ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

魚
菜
家
小
針
店
　
サ
ン
ト
リ
ー
ビ
バ
レ

ス
ン
ソ
リ
ュ
ー
ンヽ
ョ
ン
仰
関
東
甲
信
越
支

社
新
潟
第
二
支
店
　
仰
ひ
ら
せ
い
ホ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
　
エ
東
邦

一

南
区
　
ｎ
大
清
紙
商
店
　
仲
山
建

築
　
伽
相
自
動
車
　
０
盈
科
　
ｎ
花

岡
農
園
　
ｎ
ツ
ボ
イ
　
帆
藤
村
式
黒

板
製
作
所
　
美
容
室
ヘ
ア
ア
ー
ト
フ
ア

ー
タ
　
∩
セ
イ
ズ
　
御
コ
メ
リ

西
蒲
区
　
仰
ダ
ス
キ
ン
西
蒲
原

仰
水
倉
組
　
蜘
イ
エ
ス
ト
　
ｎ
真
木

農
産
　
伽
平
原
工
業
　
伽
内
山
熔
接

工
業
　
∩
石
崎
材
木
店
　
ｎ
正
起
亜

鉛
巧
業
　
仰
早
川
設
備
　
新
潟
興
農

伽
　
仰
高
橋
仮
設
　
仰
ヤ
マ
ガ
エ
務

店
　
ｎ
堀
田
工
房
　
伽
大
澤
材
木

伽
斎
藤
組
　
明
和
工
業
棚
　
ｎ
し
ら

い
住
設
ンヽ
る
ア
ム
　
仰
一こ
―
パ
ッ
ク

棚
吉
田
建
設
　
ス
ギ
コ
産
業
仰
　
い

地
野
組
　
医
療
法
人
博
優
会
　
越
後

和
仰
　
山
田
七
助
板
金
　
仰
風
土
工

企
画
　
め
ん
め
ん
亭
わ
た
や
　
多
宝
温

泉
だ
い
ろ
の
湯
　
∩
長
谷
川
工
業

エ
コ
電
　
伽
宮
川
組
　
丸
周
運
送
仰

有
坂
雅
稔
　
長
谷
川
耕
作

小
林
正

一　
大
上
晴
高
　
平
松
二
重

燕
市
　
ｎ
橋
本
工
業
所
　
さ
ん
し
ょ

つゝ
仰
　
フ
ジ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
棚

中
野
建
設
工
業
い
吉
田
営
業
所
　
分

水
運
送
伽
　
仰
田
辺
金
具
　
森
井
紙

器
工
業
蜘
　
伽
遠
藤
製
作
所
　
協
栄

信
用
組
合
　
仰
米
納
津
屋
　
∩
田
中

栄

一
建
築
設
計
事
務
所
　
∩
広
田
鉄

工
所
　
儡
ト
ー
ダ
イ
　
川
村
産
業
仰

仰
足
立
商
店
　
山
崎
金
属
工
業
蜘

大
谷
興
産
伽
　
仰
ス
ト
ッ
ク
バ
ス
タ
ー

ズ
　
和
平
フ
レ
イ
ズ
Ｍ
Ｓ
爛
　
仰
大
谷

製
作
所
　
士
口
田
金
属
工
業
伽
　
伽
山

本
鉄
工
所
　
仰
遠
藤
築
炉
工
業
　
吉

田
運
送
い
　
ｎ
滝
本
工
務
店
　
伽
北

川
堂
製
作
所
　
大
成
通
商
仰
新
潟
工

場
　
仰
ジ
ー
ワ
ン
　
注迅
藤
商
事
伽

佛
Ｔ
Ｋ
Ｇ
コ
ー
ポ
レ
ー
ンヽ
ョ
ン
　
仰
曙
産

業
　
∩
富
田
金
型
製
作
所
　
仰
渡
辺

設
計
事
務
所
　
伽
吉
田
衛
生
　
藤
田

不
動
産
　
高
桑
金
属
仰
　
小
林
鉄
工

伽
　
伽
氏
田
組
　
切
り
文
字
屋
オ
ッ

ケ
イ
仰
　
あ
い
せ
き
棚
　
伽
川
分
合

成
製
作
所
　
伽
宮
本
建
設
　
仰
青
芳

ツ
バ
メ
ロ
ジ
ス
棚
　
ｎ
ス
ズ
キ
商
店

僻
日
本
サ
ン
フ
イ
ズ
　
仰
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｍ
Ａ

フ

新

年

楽
燈
籠
献
燈
者

回
酒

弥
彦
酒
造

（株
）

趣
参
YAIⅡK()

神
に
ち
か
う

０
で
は
た
せ

交
通
姜
合

輔
彦
神
経
交
通
賽
合
講

御

菓

子

司

③

三

笠

屋

爾

彦

神

社

前

通

電
話
６
孟
◆
九
四
上
〓

五
七

逸
£
叫
乾

弥
彦
の
奥
湯

祝
昔
十

～
”
ヱ
の
た
ホ
に
園
ま
独
考
黄
～

電
話

６
一三

◆
∽
上

三

一
四

新
潟
県
／
弥
彦
温
泉

災
味

脇
日〓
代
蕉

電
話
∽
一
一〇

三
二

な
だ

い
や



Ｎ
　
ス
ワ
ロ
ー
エ
業
伽
　
仰
オ
ー
ル
ウ
エ

イ
ズ
　
仰
阿
部
製
作
所
　
い
ユ
ー
テ
イ

エ
ス
　
仰
長
谷
留
印
刷
所
　
い
Ｒ
Ｉ
Ｃ

Ｒ
Ａ
Ｆ
Ｔ
　
ｎ
武
政
製
作
所
　
佛
ア
ル

チ
ザ
ン
　
仰
ｉ
ｌ
Ｄ
ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ

ｎ
ａ
ｌ
　
棚
タ
イ
コ
ー
エ
ク
ス
プ
レ
ス

わ
ん
だ
ふ
る
グ
ル
ー
プ
　
伽
う
さ
ぎ
も

ち
　
合
同
会
社
Ｋ
Ａ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
。ｅ
ｓ
ｓ
ｅ
ｎ

ｃ
ｅ
Ｊ
ａ
ｐ
ａ
ｎ
　
い
抗
州
飯
店
　
青
木

住
宅
産
業
伽
　
儡
工
る
ア
ー
ト
リ
マ
ツ

伽
タ
ニ
カ
ワ
　
∩
ル
ー
セ
ン
ト
　
ｎ
イ

ノ
マ
タ
印
刷
工
芸
　
仰
ミ
ツ
ワ
　
サ
ー

モ
ス
抑
　
宇
佐
美
工
業
仰
　
宮
崎
紙

器
工
業
い
　
棚
大
泉
物
産

大
谷
統
司
　
井
伊
司
　
深
澤
克
明

渡
邊
桂
三

三
条
市
　
い
小
林
工
具
製
作
所
　
仰

真
米
　
新
保
屋
燃
料
店
　
中
村
精
工

爛
　
近
忠
工
業
棚
　
長
谷
由
工
業
仰

仰
栗
山
物
産
　
ｎ
鈴
文
　
加
藤
商
事

い
　
仰
伊
藤
製
作
所
　
伽
ひ
な
鳥
金

子
　
仰
三
條
新
聞
社
　
士
口
田
建
設
僻

仰
リ
ト
ル
ウ
ッ
ド
　
米
山
工
業
仰
　
佐

藤
プ
レ
ス
　
中
山
鉄
工
所
　
棚
外
山

組
　
一二
条
信
用
金
庫
　
中
越
大
栄
工

業
仰
　
新
潟
綜
合
警
備
保
障
伽
　
仰

ユ
τ
ア
ッ
ク
配
電
テ
ク
ノ
　
外
山
産
業

仰
　
佛
エ
ス
テ
ー
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

小
柳
建
設
い
　
棚
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
　
シ
ー
エ

ス
・ヤ
マ
ザ
キ
　
ｎ
宮
川
産
業
　
Ｊ
Ｅ

Ｊ
ア
ス
テ
ー
ジ
蜘
　
仰
モ
ー
タ
ー
パ
ル

御
コ
ロ
ナ
　
大
竹
定
男
　
桑
原
尚
也

長
井
洋
三

長
岡
市
　
伽
美
建
工
業
　
儡
貴
福

仰
ト
ク
サ
イ
　
仰
エ
ス
・テ
イ
。フ
ー
ズ

仰
鈴
民
精
密
工
業
所
　
仰
大
原
鉄
工

所
　
工上
正
佼
成
会
寺
泊
教
会
　
す
ず

き
歯
科
医
院
　
い
中
元
組
　
解
脱
会

新
潟
教
区
　
ｎ
成
田
建
材
　
妻
戸
妃

神
会
　
足
立
茂
久
商
店
　
杉
山
工
業

い見
附
市
　
一二
藤
都
市
開
発
仰
　
ｎ
吉

田
自
動
車
整
備
工
場
　
日
特
コ
イ
デ

仰
　
仰
フ
チ
オ
カ
　
増
田
正
利

柏
崎
市
　
仰
サ
ン
ワ
　
伽
藤
結

中
俣
岳
瑠

小
千
谷
市
　
安
達
農
場
　
糸
清
儡

上
越
市
　
仰
古
田
組
　
向
渡
辺
設
備

工
業
　
仰
徳
和
工
業

胎
内
市
　
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｘ
ｐ
ｌ
ｏ
ｒ
ａ
い

中
条
事
業
所

阿
賀
野
市
　
一ボ
教
法
人
神
道
神
心
教

東
北
本
部
　
伽
井
上
土
木
　
み
ど
り

美
容
院
　
炭
伝
商
店

魚
沼
市
　
∩
田
原
配
管
工
業
　
東
洋

電
機
工
業
伽

十
日
町
市
　
村
山
隆
太
郎

妙
高
市
　
ヤ
マ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
ンヽ
ョ
ン
伽

ダ
イ
ア
ナ
Ｓ
Ｕ
Ｎ
　
伽
ミ
ヤ
ト
ウ
野
草

研
究
所

弥
彦
村
　
旅
館
清
水
屋
　
儡
羽
入
田

塗
装
店
　
笠
原
プ
レ
ス
エ
業
仰
　
ア

イ
テ
ッ
ク
ス
伽
　
一二
笠
屋
製
菓
　
割
烹

釜
め
し
弥
彦
　
新
潟
か
が
や
き
農
業

協
同
組
合
弥
彦
支
店
　
誠
月
堂
　
み

ま
す
や
。や
ま
だ
　
ｎ
や
な
ぎ
だ
　
伽

吉
田
屋
　
一
般
社
団
法
人
弥
彦
観
光

協
会
　
祥
立
堂
　
伽
伊
爾
彦
　
仰
河

村
組
　
伽
龍
の
ひ
げ
　
ｎ
人
子
機
械

店
　
Ｆ
・ｌ
ｅ
ｌ
ｄ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
Ｌ
・Ｌ
ｏＣ
　
ｎ

ま
る
い
酒
店
　
ｎ
大
山
　
弥
彦
酒
造

佛
　
西
澤
商
店
　
∩
弥
生
商
店
　
分

水
堂
菓
子
舗
仰
　
伊
藤
商
店
　
栄
電

機
伽
　
石
川
ク
リ
ー
一ラ
グ
店
　
い
藤

井
商
店
　
一二
土
会
　
仰
清
雅
堂
　
農

事
組
合
法
人
麓
二
区
生
産
組
合
　
甘

味
処
鎌
倉
　
仰
マ
ル
ヤ
マ
　
棚
小
林
建

材
　
ｎ
渡
辺
工
務
店
　
大
門
建
設
蜘

ｎ
ア
イ
メ
ッ
ク
　
伽
小
林
組
　
仰
二
村

建
築
　
ｎ
中
村
屋
　
ンヽ
ュ
ー
プ
リ
ー
ム

ダ
イ
ア
ナ
　
弥
彦
観
光
索
道
仰
　
中

村
タ
ー
ン
ア
ッ
ク
は
　
仰
菅
原
組
　
い

冨
士
ト
レ
ー
ラ
ー
製
作
所
　
四
季
の
宿

み
の
や
　
タ
ク
グ
ラ
ス
　
伽
稲
越
製
作

所
　
棚
橋
商
店
　
稲
葉
工
務
店
　
弥

彦
タ
ク
シ
ー
伽
　
社
彩
庵
ひ
ら
し
お

向
か
め
や
　
棚
永
井
自
動
車
　
イ
ワ

ツ
キ
仰
　
仰
百
萬
粒
　
∩
オ
フ
ィ
ス
プ

ル
ー
ム
ホ
テ
ル
ヴ
ア
イ
ス
　
伽
高
倉
電

気
商
会
　
お
休
み
処
杉
山
　
新
潟
縣

信
用
組
合
弥
彦
支
店
　
山
本
館
　
伽

コ
オ
ネ
ツ
　
お
宿
だ
い
ろ
く
　
弥
彦
温

泉
観
光
旅
館
組
合
　
割
烹
の
宿
櫻
家

仰
名
代
家
　
仰
東
陽
理
化
学
研
究
所

齊
藤
里
菜

聖
籠
町
　
仰
三
幸

田
上
町
　
的
グ
リ
ー
ン
フ
ア
ー
ム

津
南
町
　
蜘
高
橋
木
工
所

刈
羽
村
　
刈
共
的

東
京
都
　
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
ド
リ
リ
ン
グ
仰

ハ
ミ
ー
ズ
シ
ス
テ
ム
伽
　
三
井
キ
不
ル
ギ

ー
資
源
開
発
仰
　
Ｅ
Ｎ
Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｘ
ｐ
ｌ

ｏ
ｒ
ａ
棚
　
伽
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
　
ｎ
実
測
商

事
　
伽
Ｈ
Ｂ
Ｓ
　
帆
衆
楽
　
コ
ス
モ
エ

ネ
ル
ギ
ー
開
発
伽
　
石
油
資
源
開
発

仰
　
日
本
海
洋
石
油
資
源
開
発
棚

田
中
義
夫
　
海
老
澤
春
子

宮
城
県
　
棚
ア
ー
ツ
　
上
田
翔
也

山
形
県
　
仰
ア
必
ア
ッ
ク
建
築
積
算

栃
木
県
　
ｎ
彩
電
工
芸
　
北
関
東
綜

合
警
備
保
障
い

長
野
県
　
竹
田
塗
装
店

群
馬
県
　
高
梨
翔

埼
玉
県
　
棚
肉
の

一九
人

千
葉
県
　
Ｔ
。Ｔ
。Ｃ
伽
　
ジ
ャ
パ
ン
ク
リ

ー
ン
プ
ラ
ン
ト
い

神
奈
川
県
　
仰
ニ
ュ
ー
エ
ア
ー
　
ク
リ
ス

タ
ル
マ
イ
ン
ド
　
碧
海
渚
音
仰
　
ア
ミ

ュ
リ
オ
ン
　
葛
野
タ
ツ
子

石
川
県
　
中
野
商
事
佛
　
仰
ナ
カ
ノ

フ
ー
ド

愛
知
県
　
伽
日
本
コ
ア
ー

大
阪
府
　
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ビ
ツ
ト
バ
レ
ー

仰
　
岡
康
史

8

元
祖
温
泉
鰻
頭

ユ外
う
彩
分
〒
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氏

だ
ヴ
渉
ニ

電
話
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巽
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〇
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御
祈
祷
琴
納
者
芳
名

令
和
七
年
十
二
月

一
日
よ
り
令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
　
敬
称
略

教
会東
区
　
仰
岩
橋
農
機
　
伽
共
進

興
業
・仰
不
二
産
業
　
仰
日
之
出
産

業
　
新
潟
照
明
技
研
蜘
　
０
秀
倫

新
潟
営
業
所
　
医
療
法
人
社
団
富

信
会
と
み
い
歯
科
医
院

羽
田
隆
代
士

中

央

区

　

石

政

石

材

伽

　

石

本

金

属

仰

伽

Ｉ

Ｎ

Ｐ

Ｅ

Ｘ

Ｊ

Ａ

Ｐ

Ａ

Ｎ

Ｈ
Ｓ

Ｅ

と

ラ

ト

　

仰

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ

エ
ン

ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
　
棚
加
賀
田
組
　
蜘

サ
ト
ウ
地
所
　
仰
新
潟
三
越
伊
勢

丹
　
仰
ネ
ク
ス
７
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

新
潟
施
設
事
業
部
　
蜘
ラ
イ
フ
Ｆ
ン

ス
ト
　
施
設
工
業
仰
　
新
潟
い
す
ゞ

自
動
車
伽
　
新
潟
中
央
運
送
爛

弁
護
士
法
人
青
山
法
律
事
務
所

浅
井
忠
雄
　
板
垣
礼
子

江
南
区
　
仰
阿
部
組
・仰
結
基
建

設
　
伽
マ
ル
イ
シ
　
コ
ス
モ
機
械
爛

野
口
亮
秋
葉
区
　
日
佑
電
子
棚
　
早
川

設
備
爛
　
ｎ
三
枚
潟
屋

古
川
賢

一

西
区
　
伽
ア
ッ
プ
ラ
イ
ズ
　
仰
Ｌ

ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｗ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
　
新
潟
ク
レ
ー
ン
伽

向
五
味
沢
モ
ー
タ
ー
ス
　
五
十
嵐
興

業
　
全
国
農
業
協
同
組
合
連
合
会

新
潟
県
本
部
　
新
潟
県
種
子
協
会

南
区
　
儡
コ
メ
リ
　
伽
堤
組

仰
ホ
ン
マ
製
作
所
　
陶
盈
科
　
仲
山

建
築西
蒲
区
　
伽
風
土
工
舎
　
北
越

農
事
伽
　
北
越
農
事
仰
ひ
ま
わ
り

会
　
的
堀
田
正
房
　
新
潟
創
生
グ

ル
ー
プ
Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｉ
　
飯
塚
亮
磨

上
原
恒
　
宮
川
忠
助

燕
市
　
ア
イ
チ
テ
ク
ノ
メ
タ
ル
フ
カ
ウ

ミ
仰
　
伽
青
芳
　
棚
カ
ド
ク
ラ

仰
蒲
原
設
備
工
業
　
伽
古
澤
製
作

所
　
伽
ほ
し
ゆ
う
　
仰
マ
サ
キ
　
伽

ミ
ツ
ワ
　
仰
宮
本
建
設
　
仰
ユ
ー
テ

ィ
エ
ス
　
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
腑
渡

辺
設
計
事
務
所
　
セ
ッ
ツ
カ
ー
ト
ン

い
新
潟
工
場
　
ト
ナ
ン
輸
送
儡
新

潟
営
業
所
　
フ
ジ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
ンヽ
ョ

ン
仰
　
皆
川
電
機
伽
　
山
崎
金
属

工
業
仰
　
和
平
フ
レ
イ
ズ
仰
　
ス
ワ

オ
メ
ッ
キ
ｎ
　
ｎ
田
中
工
業
所
　
的

広
田
鉄
工
所
　
田
中
勝
美

中
嶋
裕

一

三
条
市
　
ア
ー
ネ
ス
ト
伽
　
仰
Ｖ
ｌ

ｓ
ｄ
ｏ
ｍ
Ｈ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
　
伽
エ
ス

テ
ー
ト
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
　
仰
栗
山

物
産
　
伽
外
山
組
　
蜘
Ｈ
ｏ
ｌ
ｏ
ｓ
ｔ

ｒ
ｕ
ｃ
ｔ
ｌ
ｏ
ｎ
　
新
潟
ス
チ
ー
ル
仰

０
サ
ン
ケ
ア
ー
　
∩
宮
川
産
業
　
０

山
崎
電
気
サ
ー
ビ
ス
　
一
般
社
団
法

人
燕
三
条
青
年
会
議
所
　
税
理
士

小
林
博
信
事
務
所
　
新
潟
県
ト
ラ

ッ
ク
協
会
三
南
支
部
　
和
旬
喰
爛

魚
家
　
宮
嶋
駿

長
岡
市
　
蠅
ジ
ャ
ペ
ッ
ク
ス
パ
イ
プ
ラ

イ
ン
　
棚
美
建
工
業
　
仰
目
崎

石
油
資
源
開
発
仰
国
内
事
業
本
部

∩
星
光
産
業
　
ｎ
不
二
電
工
　
学

校
法
人
晴
陵
医
療
学
園
　
招
福
丸

中
越
よ
つ
ば
森
林
組
合
本
所

大
滝
大
蔵

柏

崎

市

　

い

Ｉ

Ｎ

Ｐ

Ｅ

Ｘ
パ
イ

プ

ラ

イ
ン
　
棚
植
木
組
土
木
統
括
部

ｎ
大
日
商
会
　
田
村
勝
彦

徳
間
昭
則

阿
賀
野
市
　
イ
オ
カ
精
密
工
業
伽

仰
川
上
建
設

魚
沼
市
　
伽
浅
井
工
務
店
　
榎
本

建
築
弥
彦
村
　
伽
高
倉
電
気
商
会
　
仰

二
村
建
築
　
仰
羽
入
田
塗
装
店

栄
電
機
伽
　
弥
彦
観
光
索
道
伽

弥
彦
温
泉
観
光
旅
館
組
合

聖
籠
町
　
浅
見
鉄
工
建
設
伽

田
上
町
　
呑
場
千
春

刈
羽
村
　
刈
共
仰

湯
沢
町
　
一戸
口
昌
志

東
京
都
　
出
光
サ
ラ
ワ
ク
資
源
開

発
伽
　
伊
藤
忠
石
油
開
発
蜘
　
エ

ス
ケ
イ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
伽
　
エ
ス

ケ
イ
産
業
棚
　
棚
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
　
伽

Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
ド
リ
リ
ン
グ
　
伽
Ｓ
Ｅ
Ｎ

Ｓ
Ｅ
　
仰
物
理
計
測
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
　
コ
ス
モ
■
不
ル
ギ
ー
開
発
仰

サ
ハ
リ
ン
石
油
ガ
ス
開
発
伽
　
パ
ン
パ

シ
フ
イ
ツ
ク
キ
不
ル
ギ
ー
仰
　
エ
ネ
ル

ギ
ー
資
源
開
発
連
盟
　
古
川
周

福
島
県
　
佐
久
間
源

一
郎

富
山
県
　
安
元
輝
幸

石
川
県
　
細
川
一貴

和
歌
山
県
　
熊
野
古
道
古
民
家
宿

Ｈ
Ａ
Ｇ
Ｉ

福
岡
県
　
大
三
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス

伽

ｗ
Ｌ

特

別

大

祈

祷

奉

納

新
潟
市
北
区
　
一三
菱
ガ
ス
化
学
仰

新
潟
工
場

東
区
　
仰
Ｋ
＆
Ｓ
　
仰
田
中
石

油
中
央
区
　
Ｂ
Ｓ
Ｎ
帆
新
潟
放
送

開
発
技
研
い
　
仰
Ｎ
Ｓ
Ｔ
新
潟
総

合
テ
レ
ビ
　
伽
Ｓ
Ｋ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

棚
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
　
帆
ウ

オ
ロ
ク
ホ
ー
ル
デ
イ
ン
グ
ス
・仰
ウ
オ
ロ

ク
　
仰
キ
タ
ッ
ク
　
宮
前
板
金
工
業

棚

　

今

井

グ

ル

ー

プ

　

Ｃ

Ｉ

Ｎ

Ｃ

Ａ

野
崎
漁
業

秋
葉
区
　
仰
坂
井
自
動
車
・リ
パ

ー
ツ
伽
坂
井
自
動
車

西
区
　
伽
東
邦
ア
ー
必
ア
ッ
ク

棚
ト
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
　
ヤ
マ
ト
運
輸

仰
新
潟
主
管
支
店

南
区
　
仲
山
建
築

西
蒲
区
　
仰
水
倉
組
　
棚
吉
田

建
設
　
新
潟
県
建
設
業
協
会
巻
支

部
　
人
尾
坂
建
築

燕
市
　
注迅
藤
商
事
佛
　
伽
青
山
組

仰
曙
産
業
・ｎ
曙
金
型
　
い
Ｔ
Ｋ
Ｇ

コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
　
仰
タ
ニ
カ
ワ

伽
米
納
津
屋
　
森
井
紙
器
工
業
い

陽
光
電
気
伽
　
ｎ
田
中
染

一
建
築

設
計
事
務
所
　
エ
ア
マ
ン
協
力
会

新
潟
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
西
燕
支
部

ヨ
ン
ダ
ト
モ
エ
会
　
大
谷
統
司

大
谷
法
彦
　
西
海
知
彰

三
条
市
　
Ｊ
Ｅ
Ｊ
ア
必
ア
ー
ジ
仰

小
柳
建
設
仰
　
佛
星
テ
ツ
　
伽
高

津
製
作
所
　
伽
高
又
製
作
所
　
小

湊
配
管
工
業
仰
　
一
般
社
団
法
人

三
条
労
働
基
準
協
会
　
一二
条
第
四

北
越
会

長
岡
市
　
仰
鈴
民
精
密
工
業
所
協

力
会
　
的
な
か
よ
し
ミ
ー
ト
　
社

会
医
療
法
人
立
川
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
柏
崎
市
　
猫
崎
刈
羽
原
子
力
安
全

推
進
協
議
会

阿
賀
野
市
　
イ
オ
カ
電
子
仰

弥
彦
村
　
仰
河
村
組
　
仰
東
陽
理

化
学
研
究
所

東
京
都
　
ア
ブ
ダ
ビ
石
油
伽
　
Ｅ
Ｎ

Ｅ
Ｏ
Ｓ
Ｘ
ｐ
ｌ
ｏ
ｒ
ａ
伽
　
仰
Ｉ
Ｎ
Ｐ

Ｅ
Ｘ
　
い
デ
ィ
プ
シ
ー
　
合
同
石
油

開
発
蜘
　
石
油
資
源
開
発
い

福
島
県
　
佐
久
間
建
設
工
業
仰

＝Ｌ
特
別
祈
祷
奉
納

新
潟
市
北
区
　
い
日
昇
工
業
　
蜘

北
光
装
美
社
　
日
本
海
洋
石
油
資

源
開
発
蜘
新
潟
鉱
業
所
　
向
田
中

工
業
　
佛
所
護
念
会
教
団
新
潟
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ｗＬ
別
大
祈
祷
奉
納

新
潟
市
北
区
　
仰
特
建
　
汗
管
興

業
伽
新
潟
営
業
所
　
北
日
本
防
災

警
備
儡
　
池
田
裕
輔
　
渡
辺
英
司

東
区
　
伽
あ
い
ポ
ー
ト
　
仰
グ
リ

ッ
プ
　
仰
三
協
防
災
　
伽
日
の
出
自

動
車
　
新
陽
物
産
仰
　
岩
橋
友
衛

大
山
剛
　
蒲
澤
恵
美
子

星
野
勝
子
　
丸
田
和
弘

村
田
征
樹

中
央
区
　
棚
Ｉ
Ｎ
Ｐ
Ｅ
Ｘ
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
削
井
と
ラ
ト
関
係
者

一
同

仰
木
村
計
装
　
仰
ジ
ェ
イ
ア
ー
ル
東

日
本
企
画
新
潟
支
社
　
伽
シ
ナ
ゼ
ン

い
千
代
田
設
備
　
伽
鳥
屋
野
不
動

産
　
棚
ネ
ク
ス
コ
土
ン
ジ
エ
ア
リ
ン
グ

新
潟
　
い
長
谷
川
総
合
設
備
　
グ

リ
ー
ン
産
業
仰
　
ス
タ
ー
ラ
イ
ト
伽

大
東
建
託
棚
新
潟
支
店
　
東
和
造

船
伽
　
西
松
建
設
棚
北
陸
支
店

日
本
通
運
い
新
潟
支
店
　
モ
ト
ー
レ

イ
一イ
ガ
タ
仰
　
ス
プ
リ
ン
グ
ハ
ー
ト

新
潟
縣
信
用
組
合
　
日
本
放
送
協

会
新
潟
放
送
局
　
Ｍ
ｏ
ｖ
ｅ
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ

ｓ
　
足
立
泰
儀
　
新
村
和
久

阿
部
賢
太
　
佐
藤
倫
信

鶴
巻
仁
志
　
中
川
健
太

西
田
耕
太
　
山
下
薫

江
南
区
　
伽
サ
イ
ズ
　
フ
ジ
ト
モ

伽
　
北
陸
パ
ブ
リ
ッ
ク
メ
ン
ア
ナ
ン
ス

伽
　
ｎ
飯
島
工
業
　
佐
藤
純

秋
葉
区
　
日
佑
技
研
仰
　
０
渡

辺
不
動
産
　
川
瀬
高
志

佐
藤
智
行

西
区
　
石
川
緑
樹
伽
　
仰
ひ
ら

せ
い
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
　
仰
北
陸
銀

河
警
備
保
障
　
仰
丸
繁
建
設
　
コ
マ

ツ
カ
ス
タ
マ
ー
サ
ポ
ー
ト
伽
東
京
関

越
カ
ン
が
一―
　
新
潟
運
輸
仰
新
潟

支
店
　
新
潟
中
央
ヤ
ク
ル
ト
販
売

伽
　
ヤ
マ
ト
運
輸
伽
北
信
越
統
括

タ
カ
ノ
建
築
　
新
潟
看
護
医
療
専

門
学
校
　
ヤ
マ
ト
運
輸
労
働
組
合

新
潟
支
部
　
近
藤
勝
子

清
水
泰
明
　
清
水
泰
成

廣
瀬
勝
利

南
区
　
伽
ア
ソ
ウ
エ
業
　
近
藤

典
助
工
業
伽
　
日
本
梱
包
運
輸
倉

庫
仰
白
根
営
業
所
　
日
本
梱
包
運

輸
倉
庫
伽
新
潟
営
業
所
。新
潟
日
梱

伽
　
マ
ル
コ
食
品
い
　
ｎ
セ
イ
ズ
ビ

ュ
ー
テ
イ
サ
ロ
ン
）
ロ
ー
ド

長
谷
川
尋
紀
　
山
際
百
合
子

西
蒲
区
　
仰
大
澤
材
木
　
仰
末

広
製
菓
　
仰
〕こ
―
パ
ッ
ク
　
蒲
原
ガ

ス
佛
　
ノ
エ
ビ
ア
新
潟
下
越
販
売
仰

丸
常
産
業
仰
　
∩
石
川
工
作
所

ｎ
真
木
農
産
　
ｎ
八
尾
坂
鉄
工
所

Ｍ
・Ｕ
・Ｄ
。Ｃ
　
公
益
財
団
法
人
西
蒲

地
区
交
通
安
全
協
会
　
新
潟
か
が

や
き
農
業
協
同
組
合
　
新
潟
ゴ
ー
ル

キ
ー
パ
ー
ス
ク
ー
ル
　
植
野
浩
之

大
島
仲
吾
　
設
楽
正
実
　
平
元
亨

三
角
寿
　
若
月
弘

燕
市
　
硼
ア
イ
ケ
ー
エ
業
　
仰
金

子
商
店
　
伽
川
分
合
成
製
作
所

仰
三
燕
　
い
Ｃ
Ｐ
Ｆ
　
伽
シ
ン
ド
ー

仰
と
み
け
い
　
伽
増
田
化
学
工
業

幸
田
蜘
　
サ
ー
モ
ス
仰
　
一二
和
エ
ク

る
ア
リ
ア
新
潟
工
場
仰
　
白
根
瓦
斯

仰
　
燕
砂
利
砂
販
売
伽
　
ツ
バ
メ
ロ

ジ
ス
伽
　
一戸
塚
金
属
工
業
仰
　
水ヽ

田
精
機
仰
　
阪
和
工
材
仰
新
潟
営

業
所
　
福
田
道
路
仰
・仰
水
倉
組
共

同
企
業
体
ほ
た
る
ア
ス
コ
ン
安
全
協

議
会
　
富
士
通
フ
ロ
イ
ア
ッ
ク
仰

ミ
ヤ
マ
仰
燕
工
場
　

ミヽ
ヤ
マ
伽
分
水

工
場
　
山
文
中
川
必
ア
ン
レ
ス
ｍ

仰
横
山
製
作
所
　
向
滝
本
工
務
店

ｎ
新
田
電
機
　
向
ブ
イ
ラ
イ
ン
　
仰

ナ
リ
ス
化
粧
品
新
潟
販
社

石
田
邦
子
　
外
山
潔
　
梨
本
義
博

濱
田
達
郎
　
本
多
克

八
子
久
美
恵

三
条
市
　
い
佐
野
栄
商
店
　
伽
新

創
美
　
棚
高
義
製
作
所
　
爛
タ
フ
コ

棚
ツ
ボ
又
ン
　
棚
帝
樹
園
庭
正
　
仰

東
亜
イ
ン
タ
ー
シ
必
ア
ム
　
棚
プ
ラ
ス

仰
ユ
ー
ア
ッ
ク
配
電
テ
ク
ノ
　
伽
若

林
製
作
所
　
一二
条
文
化
建
設
伽

清
水
輪
業
仰
　
日
本
通
通
棚
新
潟

支
店
三
条
物
流
課
　
長
谷
由
工
業

仰
　
米
山
工
業
い
　
新
潟
新
興
交

通
ｎ
　
ｎ
坂
井
金
型
製
作
所
　
一二

蒲
地
区
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
協
同
組
合

寺
子
屋
つ
ば
さ
１
０
０
ｋｍ
徒
歩
の
旅

中
山
鉄
工
所
　
宝
華
　
山
口
板
金

梅
田
政
信
　
大
竹
雄

一
郎

関
義
実
　
高
波
支
雄
　
武
田
正

真
野
幸

一　
真
野
峻

一

元
川
和
秋

長
岡
市
　
伽
エ
ス
・テ
ィ
。フ
ー
ズ
　
仰

エ
ム
ア
イ
エ
　
仰
河
田
建
設
　
仰
ニ

チ
リ
ョ
ウ
　
仰
ネ
ク
ス
コ
・メ
ン
テ
ナ
ン

ス
新
潟
　
仰
廣
川
製
作
所
　
仰
ワ
ン

ズ
ラ
イ
フ
　
ｎ
橘
機
材
　
∩
渡
辺

自
動
車
　
一
般
社
団
法
人
新
潟
県

環
境
衛
生
中
央
研
究
所
　
春
日
丸
・

第
五
春
日
丸
　
割
烹
と
と
や
　
立

正
佼
成
会
寺
泊
教
会
　
ワ
ー
ル
ド
メ

イ
ト
全
国
エ
ン
ゼ
ル
連
邦
東
北
え
び

エ
リ
ア
　
五
十
嵐
守
雄
　
石
橋
三
郎

金
子
良

一　
葛
綿
界
三

鈴
木
昌
子
　
田
中
弘
　
土
田
明
憲

星
野
千
代
子

見
附
市
　
伽
サ
ン
プ
ラ
ス
ト
三
笠

伽
Ｆ
Ａ
Ｍ
Ｓ
　
伽
ヽヽヽ
カ
サ
　
ｎ
久
保

田
建
設
　
ユ
タ
カ
建
築
　
親
松
巌

寺
尾
英
康
　
渡
辺
増
男

柏
崎
市
　
工
Ｐ
ン
ス
新
潟
グ
ル
ー
プ

金
山
商
店

小
千
谷
市
　
鯉
道
い

新
発
田
市
　
佐
々
木
松
太

森
田
峰
司

加
茂
市
　
板
光
仰
　
五
十
嵐
隆
夫

五
泉
市
　
阿
賀
の
め
ぐ
み
望
川
閣

上
越
市
　
蜘
エ
ム
・ア
イ
・デ
イ
ジ
ャ
パ

ン
　
ｎ
渡
辺
設
備
工
業

江
口
里
歩
　
小
田
久
男

松
岡
里
子

阿
賀
野
市
　
イ
オ
カ
精
密
工
業
爛

Ｓ
Ａ
　
イ
オ
カ
電
子
伽
笹
神
工
場

大
昌
運
輸
仰
　
大
関
行
夫

金
田
辰
夫

妙
高
市
　
ヤ
マ
ダ
コ
ー
ポ
レ
ー
ンヽ
ョ
ン

伽魚
沼
市
　
浅
井
正
雄
　
佐
藤
敏
昭

弥
彦
村
　
イ
ワ
ツ
キ
伽
　
大
門
建

設
い
　
ｎ
登
坂
工
業
所
　
ｎ
渡
辺

工
務
店
　
一
般
社
団
法
人
弥
彦
観

光
協
会
　
新
潟
か
が
や
き
農
業
協

同
組
合
弥
彦
支
店
　
新
潟
県
下
越

南
部
ハ
イ
ヤ
ー
協
会
　
弥
彦
妓
芸
協

同
組
合
　
弥
彦
村
立
弥
彦
小
学
校

弥
彦
村
建
築
業
組
合
　
弥
彦
村
商

工
会
　
弥
彦
村
役
場
三
役
部
課
長

会
　
西
條
輝
章

田
上
町
　
伽
伊
藤
工
務
店
　
ジ
ョ
イ

ン
ト
フ
ア
ー
ム
仰
　
山
川
直
哉

出
雲
崎
町
　
小
柳
大
輔

刈
羽
村
　
刈
羽
村
農
業
を
推
進
す

る
会
　
渡
辺
義
雄

津
南
町
　
ｎ
藤
ノ
木
建
設

東
京
都
　
仰
Ｈ
Ｂ
Ｓ
　
全
農
東
日

本
■
不
ル
ギ
ー
仰
　
日
本
製
袋
仰

丸
紅
キ
不
ル
ギ
ー
伽
　
清
水
直
隆

高
波
雄

一
郎
　
別
所
律
子

松
本
匡
史
　
山
井
拓
実

北
海
道
　
碁昌
澤
大
和

山
形
県
　
伽
ア
る
ア
ッ
ク
建
築
積
算

ｎ
矢
作
さ
く
泉
工
業
　
那
須
隆

福
島
県
　
棚
兼
千
　
棚
マ
イ
ル
ス
ト

ー
ン
ム
ー
ビ
ー

群
馬
県
　
棚
ク
ラ
イ
チ

神
奈
川
県
　
田
中
成
典

石
川
県
　
丸
逗
ト
ラ
ッ
ク
伽

長
野
県
　
仰
ｋ
ｕ
ｒ
ａ
ｍ
ｏ
ｔ
ｏ

愛
知
県
　
水
谷
浩
明
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ｕＬ
大
祈
祷
奉
納

新
潟
市
北
区
　
山
ス
運
送
伽
　
山

ス
流
通
サ
ー
ビ
ス
ω
　
木
崎
ヘ
ア
ー

サ
ロ
ン
Ｒ
Ｏ
Ｙ
′Ｚ
　
加
藤
和
也

東
区
　
Ｌ
Ｅ
Ｌ
鶴
　
ｍ
神
林
電

気
商
会
　
仰
日
本
ア
ク
セ
ス
新
潟
支

店
　
い
マ
プ
ラ
ス
デ
ザ
イ
ン
　
山
九

プ
ラ
ン
ト
テ
ク
ノ
仰
新
潟
営
業
所

ｎ
力
Ｙ
ミ
電
機
　
佐
藤
澄

皆
川
健

一　
若
林
健

一

中
央
区
　
伽
ス
キ
ル
新
潟
　
伽
日

立
イ
ン
グ
ス
ト
リ
ア
ル
プ
ロ
グ
ク
ツ
新

潟
営
業
所
　
仰
丸
久
建
築
本
店

棚
ワ
ン
ホ
ー
ム
　
一二
共
消
毒
蜘
　
西

松
建
設
伽
南
万
代
出
張
所
　
日
高

破
産
い
　
日
高
破
産
爛
安
全
衛
生

協
力
会
　
東
日
本
旅
客
鉄
道
酬
新

潟
支
社
　
東
日
本
旅
客
鉄
道
伽
新

潟
支
社
鉄
道
事
業
部
指
令
・サ
ー
ビ

ス
品
質
改
革
と
ラ
ト
　
伽
プ
Ｒ
ン
ェ

ク
ト
テ
ィ
ー
±
７
ジ
ー
　
丸
久
建
築

久
笑
会
　
阿
部
秋
也
　
金
田
拓
也

小
林
真
余
美
　
古
俣
均
　
齋
藤
真

一

田
中
博
　
田
中
勇
吉
　
玉
置
衿
歌

田
村
正
男
　
長
谷
川
克
弥

江
南
区
　
伽
ニ
イ
プ
ラ

秋
葉
区
　
加
藤
瓦
店
　
計
画
工

一房
２
２
６
０
　
吉
川
石
油
店

朝
妻
博
司
　
石
澤
洋
子

神
山
恒
夫
　
田
村
尚
司

星
名
か
お
る

西
区
　
呈
工
業
仰
　
儡
花
や
し

き
　
仰
護
国
　
高
代
電
業
伽
　
ｎ

木
山
不
動
産
　
い
し
ぢ
」ど
も
ク
リ

一ラ
ク
　
協
和
建
築
　
興
栄
信
用
組

合
　
大
橋
正

一　
小
川
貴
史

小
川
利
明
　
小
田
健
弘

北
原
哲
彦
　
五
味
沢
明
　
高
木
晃

高
杉

一
吉
　
高
橋
剛
男
　
津
野
香

新
野
万
寿
美
　
橋
本
永
恵

牧
弘
樹
　
水
野
博
幸
　
一死
梅
成
仁

山
下
将

一

南
区
　
入
澤
製
麺
仰
　
昭
和
冷

凍
食
品
い
　
新
潟
三
和
運
輸
仰

新
潟
電
子
工
業
伽
　
ｎ
吉
田
建
具

製
作
所
　
Ｊ
Ａ
新
潟
か
が
や
き
し

ろ
ね
果
樹
部
会
　
櫻
井
多
門

笹
川

一
幸
　
杉
森
健
太
郎

玉
田
亜
里

西
蒲
区
　
Ｔ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
伽

新
潟
流
通
セ
ン
タ
ー
　
い
ア
イ
ン
ト

ラ
ボ
　
仰
い
の
フ
ボ
　
棚
熊
谷
岩
室

工
場
　
伽
末
広
製
菓
　
仰
た
か
だ

仰
ツ
バ
メ
ッ
ク
ス
　
僻
早
川
設
備

仰
北
越
加
工
　
田
島
建
設
仰
　
ｎ

ア
グ
　
ｎ
荒
神
　
栄
進
工
業
　
栄

徳
工
業
　
新
潟
西
社
会
保
険
委
員

会
西
蒲
支
部
　
巻
高
校
男
子
バ
レ

ー
部
　
ユ
ー
オ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス

佐
藤
邦
憲
　
高
橋
豊
子

田
村
育
大
　
馬
場
幸
男

濱
名
麻
衣

燕
市
　
仰
青
木
理
研
工
業
所
　
い

ス
ト
ッ
ク
バ
ス
タ
ー
ズ
　
仰
平
原
製

作
所
　
仰
本
宏
製
作
所
　
伽
や
す

ふ
あ
―
む
　
切
り
文
字
屋
オ
ッ
ケ
イ

伽
　
新
潟
合
成
ｍ
　
ヒ
ロ
セ
仰
　
フ

ジ
イ
コ
ー
ポ
レ
ー
ンヽ
ョ
ン
伽
　
ｎ
本
多

工
業
　
高
齢
者
総
合
生
活
支
援
施

設
は
な
広
場
　
社
会
福
祉
法
人
新

潟
さ
く
ら
会
分
水
い
ち
ご
の
実
　
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
分
水
の
里

相
場
孝

一　
相
場
秀
信

青
柳
良
隆
　
圭目
山
幹
郎

阿
部
イ
ク
ヨ
　
稲
場
美
理

小
原
忠
広
　
川
崎
勝
弘

木
下
忠
男
　
近
藤
安
男

酒
井
聖
司
　
佐
藤
靖
明

珊
瑚
尚
志
　
白
倉
英
雄

竹
之
内
正
栄
　
西
澤

一
利

新
田
哲
夫
　
星
野
徳
幸

本
田
大
士
　
諸
橋
愛
　
山
田
正

吉
田
素
栄
　
吉
野
雅
貴

三
条
市
　
伽
ア
ザ
ブ
印
刷
　
仰
雨

に
唄
え
ば
　
仰
イ
グ
リ
　
伽
大
林

組
・蜘
竹
中
土
木
北
陸
道
中
之
口
川

橋
Ｊ
Ｖ
工
事
事
務
所
　
仰
桑
原
外

装
　
い
斎
藤
電
気
商
会
　
仰
る
ア

ー
・ク
ス
　
棚
ハ
イ
サ
ー
ブ
ウ
エ
ノ

仰
マ
ツ
ン
タ
　
健
光
メ
デ
ィ
カ
ル
伽

ジ
ヤ
パ
ン
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ン
ト
伽
　
ｎ

坂
爪
ス
プ
リ
ン
グ
製
作
所
　
ｎ
サ
ト

ー
電
機
　
ｎ
鈴
文
　
ｎ
マ
ル
ダ
イ

ｎ
丸
高
製
作
所
　
Ｔ
Ａ
Ｋ
△
Ｈ
Ａ
Ｓ

Ｈ
Ｉ
整
備
　
藍
庭
　
ハ
ロ
ー
ラ
ン
チ

栄
店
　
青
柳

一
清
　
井
口
満

小
熊
康
則
　
菊
川
俊
英

小
林
睦
文
　
斎
藤
邦
子

斎
藤
貞
吾
　
鈴
木
正
則

高
野
勝
夫
　
高
橋
則
幸

藤
田
秀
行
　
本
多
良
尚

九
山
雅
之
　
諸
橋
宏
輔

山
田
良
太
郎
　
渡
辺
和
巳

長
岡
市
　
棚
大
原
鉄
工
所
　
日
本

梱
包
運
輸
倉
庫
棚
長
岡
出
張
所

∩
山
仲
鉄
工
所
　
蒲
原
舌
フ
Ц
ン
ー

事
務
所
　
板
屋
忠
義
　
笠
原
鷹
祐

小
林
晃
　
近
藤
望
　
近
藤
雅
晴

近
藤
真
莉
亜
　
坂
口
正
吾

佐
藤
由
香
　
長
谷
川
康
隆

福
井
雄
貴
　
松
本
分
郎

見
附
市
　
Ｔ
Ｏ
Ｄ
Ａ
蜘

岩
坂
憲
道
　
岩
崎
伸

一
郎

大
竹
美
香
　
笠
松
由
起
子

橋
本
茉
奈

柏
崎
市
　
爛
朝
日
木
材
　
仰
猫
崎

パ
ー
ツ
商
会
　
辰
和
工
業
蜘
　
テ
ン

ト
ホ
ー
ム
仰
　
ビ
ー
ス
カ
イ
仰

大
橋
弘
康
　
天
渡
佳
央
理

横
山
剛
宗

小
千
谷
市
　
伽
伴
清
工
業

川
井
基
功
　
高
橋
英
樹

新
発
田
市
　
仰
あ
か
つ
き

片
山
直
行
　
一爪
野
鮎
　
俸
智
恵
子

松
村
和
重
　
山
田
一
二

加
茂
市
　
仰
ビ
ー
ナ
イ
ス

五
泉
市
　
伊
藤
世
則

糸
魚
川
市
　
あ
け
ぼ
の
丸

原
広
光
　
原
美
幸

上
越
市
　
伽
フ
ェ
イ
ス
エ
ｋ
Ｙ
一ア
リ

ン
グ
　
伽
ヤ
マ
ダ
　
布
施
弘

矢
澤
文
二
郎

十
日
町
市
　
い
ド
リ
ー
ム
が
不
ル

佐
藤
孝
昭

村
上
市
　
成
豊
建
設
帥
朝
日
２
号

作
業
所
　
と込
山
紳

一
朗

阿
賀
野
市
　
イ
オ
カ
電
子
伽
中
央

倉
庫
　
齋
藤
秀
明
　
本
間
光
男

妙
高
市
　
ダ
イ
ア
ナ
Ｓ
Ｕ
Ｎ

魚
沼
市
　
木
村
幸

一
郎

南
魚
沼
市
　
仰
リ
ゾ
ー
ト
バ
ン
ク

高
橋
貴
央

佐
渡
市
　
伊
藤
紀
美
子

弥
彦
村
　
社
会
福
祉
法
人
桜
井
の

里
福
社
会
　
仁
悠
堂
鍼
灸
治
療
院

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
桜
井
の
里

弥
彦
村
Ｊ
Ｖ
キ
ッ
ズ
　
中
川
友
幸

西
片
正

聖
籠
町
　
白
井
直
哉

田
上
町
　
土
田
瓦
店

出
雲
崎
町
　
仰
エ
フ
エ
イ
エ
イ
ガ
タ

萩
野
有
紀

刈
羽
村
　
画巾
田
仲
自

関
川
村
　
仰
石
山
建
設

粟
島
浦
村
　
渡
追
泰
介

東
京
都
　
伽
キ
ュ
ー
ブ
　
テ
ィ
ー
土

ヌ
土
ス
仰
　
浅
沼
律
平

佐
藤
昌
彦
　
篠
崎
浩

長
谷
川
正
剛

山
形
県
　
加
藤
純

一

福
島
県
　
本
宮
市
消
防
団
第
人
分

団
　
舟
木
幸

一

群
馬
県
　
Ｋ
２
コ
ー
ポ
レ
ー
ンヽ
ョ
ン
仰

神
奈
川
県
　
吉
田
西
豊
建
設
伽

長
野
県
　
カ
イ
ンヽ
ン
エ
業
仰

愛
知
県
　
日
起
建
設
伽

清
水
裕
二

中
華
人
民
共
和
国
　
王
志
成

刑
暁
梅
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募 集 要 項

式蔵―官永)硝紳注と
「新りの注」明治紳宮泰拝の辣
～霊ll卒
宝
筑波山と江戸情緒満喫!屋形船のタベ～

■期  日
日 募集人員

口 参 加 費

■ 申込締切

10月 19日 (月 )～21日 (,k)2,自3日

50名 (最少催行人員30名 )
1名 98,000円

(申込金 10,OOO円を含みます)
3月 24日 (月 )

令
和
七
年
十
二
月
一
日
よ
り

令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

十
二
月
中

本年は関東屈指の古社である武蔵一宮・氷川神  □ 申 込 先 ;爾彦神社社務所
社 (ひかわじんじゃ)と、大都会の真ん中の広大な杜  口行  程 (バス)
に坐す明治神宮を正式参拝いたします。
江戸東京博物館で江戸情緒に触れ、夕食

|よ忌髭
船  ・
ョ皇免ξ廿昆≧理易岳とを

武嵐
にて隅田川からの夜景を眺めつつ、江戸可
楽 しみ い た だ きます                               ~宮

氷,II神社(正式参拝)

おユ白りは大本日撲の聖地・両国、ニマ白目は関東の霊  
°
督ぎ
/20(メt)

峰・筑 波 山神 社 門 前 の 老 舗 旅 館 で す 。           
明治神富(正武参拝)一 皇居前広場(昼食)一

江戸東京博物館 (見学)一 筑波山温泉(泊 )

皆様のご参加をお待ちしております。 010/21(水 )
※行程は一部変更される場合があります。 筑波山温泉―筑波山神社(自由参拝)

※定員に達し次第、お申し込みを締め切ります。                          ~道
の駅しもつま(買物)

小山市(昼食)一 県内各地

清 坂 小 櫻 山
水 口川 井 井

真 二優 愛 彩
央 音 月歌 花

三
条
市

新
発
田
市

（十
二
月
二

月
二
月
）

福
島
講

和
泉
講

大
沢
講

粕
崎
市
二
田
物
部
神

社
神
楽
保
存
会

一
行

弥
彦
村
ｎ
や
な
ぎ
だ

弥
彦
村
消
防
団

一
行

弥
彦
村
三
土
会

一
行

輛
彦
神
社
氏
子
青
年

会

一
行

三
重
県
二
見
興
玉
神

社
宮

司
金

子
清
郎

氏

一
行

衆
議
院
議
員
工
藤
彰

三
氏

令
和
七
年
十
二
月

一
日
よ
り

令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

十
二
月
中
六
日
　
弥
彦
村
自
動
運
転
バ

ス
ヽヽ
ヨ
ぴ
ょ
ん
号
弥
彦

ル
ー
ト
出
発
式

十
二
日
　
コ
メ
リ
パ
ヮ
ー
黒
埼
店

竣
工
祭

一
月
中八
日

コ
メ
リ
グ
ル
ー
プ
新
年

祝
賀
式

輛
彦
神
社
爾
宜
　
相
馬
　
正
幸

神
職
身
分
二
級
上
と
す
る

神
社
本
庁
全
一月
十
日
付
）

出
仕
　
田
上
美
沙
紀

願
い
に
よ
り
職
を
免
ず
る

（三
月
三
十

一
日
付
）

新
入
職
員

巫
女
を
命
ず
る
（四
月

一
日
付
）

六
日

二
十
九
日

一
月
中
十

一
日

二
十
二
日

二
十
五
日

二
月
中七
日

十

一
日

社
頭
往
来

大
々
神
楽
講
参
拝

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
西
蒲

原
第
七
団
で
は
、
去
る
二

月
十
五
日
に
南
魚
沼
市
の

人
海
山
麓
ス
キ
ー
場
に
て

恒
例
の
ス
キ
ー
訓
練
を
実

施
し
た
。
訓
練
に
は
カ
ブ

ス
カ
ウ
ト
四
名
・ボ
ー
イ
ス

カ
ウ
ト
四
名
ベ
ン
チ
ャ
ー

ス
カ
ウ
ト

一
名
・指
導
者
五
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